
   

～
第
１
回
警
察
官
採
用
試
験
～ 

○
願
書
受
付 

 

３
月
１
日
（
木
）
～
４
月
23
日
（
月
） 

○
募
集
人
数 

 

大
学
卒 

１
６
０
名 

 

高
校
卒 

50
名 

○
受
験
地 

 

旭
川
、
名
寄
、
稚
内
、
留
萌
な
ど 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
士
別
警
察
署
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
警
察
官
採
用
情
報
」

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
士
別

警
察
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
融
雪
期
の
事
故
防
止
■ 

△
雪
下
ろ
し 

始
め
る
前
に 

安
全
確

認
‼
△ 

例
年
こ
の
時
期
は
、
寒
暖
の
差
が
大

き
く
な
り
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
落
雪
事
故
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
安
全
確
認
と

単
独
で
の
場
合
は
近
所
の
方
へ
の
声
掛

け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

士
別
警
察
署 

電
話
23
―
０
１
１
０ 

   

   

興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
所 

電
話
０
１
６
５
４
―
２
―
３
９
２
１ 

 

住
所
〒
０
９
６
―
０
０
１
１ 

 
 

 

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45 

※
受
験
申
し
込
み
は
、
剣
淵
町
役
場
総

務
課
で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。 

            

    

                              

   

人
事
院
お
よ
び
海
上
保
安
庁
は
、
平

成
30
年
10
月
期
に
採
用
す
る
海
上
保

安
学
校
の
学
生
採
用
試
験
を
下
記
の
と

お
り
行
い
ま
す
。 

１ 

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験 

▼
１ 

受
験
申
込
受
付
期
間 

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

３
月

30
日

（
金
）
～
４
月
６
日
（
金
）【
受
信
有

効
】
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
し
込
み
が
で
き
な
い
特
段
の
状

況
に
あ
る
場
合
は
、
第
一
管
区
海
上

保
安
本
部
ま
た
は
人
事
院
北
海
道
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
２ 

受
験
資
格 

①
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
年
を
経
過
し

て
い
な
い
方 

 

②
９
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方 

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

を
修
了
し
た
方
で
あ
っ
て
、
４
月
１

日
に
お
い
て
当
該
課
程
を
修
了
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
年
を
経

過
し
て
い
な
い
方
な
ど
人
事
院
が
①

で
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
方 

海
上
保
安
等
職
員
採
用
試
験
に
つ
い

て 
士
別
警
察
署
か
わ
ら
版 

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
つ
い
て 

 

 一般曹候補生 予備自衛官補（一般） 予備自衛官補（技能） 

応募 

資格 
18 歳以上 27 歳未満 

18 歳以上 27 歳未満（採用予

定月の 1 日現在） 

18 歳以上で国家免許資格など

を有する方、保有する技能に

応じ 53 歳～55 歳未満となり

ます（平成30年7月1日現在） 

受付 

期間 

3 月 1 日～5 月 1 日 

※締切日必着です 

受付中～4 月 6 日（金） 

※締切日必着です 

試験

日 

1 次：5 月 26 日 

2 次：6 月 27 日～ 

7 月 2 日の内 1 日 

4 月 15 日（日） 4 月 14 日（土） 

試験 

会場 
旭川 

 



▼
３ 

試
験
区
分 

 
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
過
程 

 

試
験
の
内
容
：
基
礎
能
力
試
験
（
多

肢
選
択
式
）
、
作
文
試
験 

 

～
「
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
過
程
」
と

は
～ 

 

海
上
保
安
学
校
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

に
お
い
て
、
海
上
保
安
業
務
に
必
要

な
学
科
、
技
術
な
ど
に
つ
い
て
、
１

年
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
海
上
保

安
官
と
し
て
海
難
救
助
、
海
上
犯
罪

の
取
り
締
ま
り
な
ど
の
業
務
の
ほ
か
、

船
舶
の
運
航
・
整
備
、
機
関
の
運
転 

・
整
備
、
経
理
・
補
給
・
庶
務
・
調

理
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。 

▼
４ 

採
用
予
定
数 

 

約
２
９
０
名 

▼
５ 

試
験
日
お
よ
び
試
験
地 

イ 

第
１
次
試
験 

５
月
13
日
（
日
） 

ロ 

試
験
地
（
北
海
道
）
札
幌
市
、
函

館
市
、
小
樽
市
、
旭
川
市
、
釧
路

市 

２ 

試
験
の
申
込
方
法 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
人
事
院
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
ア
ド
レ
ス
か
ら
直

接
申
し
込
み
ま
す
。 

○
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ

Ｉ 

H
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
.
g
o
.
j
p
/
s
a
i
y
o

/
h
t
m
 

３ 

試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

な
ど 

▼
１ 

お
問
い
合
わ
せ
先 

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）
０
１
３
４
―
27
―
０

１
１
８ 

▼
２ 

情
報
提
供 

海
上
保
安
庁
の
業
務
や
海
上
保
安

学
校
の
教
育
内
容
な
ど
の
情
報
は
、

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

○
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

H
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
i
h
o
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
 
 
 
 

p
/
o
p
e
/
s
a
i
y
o
u
/
b
o
s
y
u
/
 

○
海
上
保
安
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
H
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
a
i
h
o
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
 
 
 
 

p
/
s
c
h
o
o
l
/
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

留
萌
海
上
保
安
部
管
理
課 

 

電
話
０
１
６
４
―
42
―
０
６
５
６ 

    

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登

録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。 

・
住
所
が
変
わ
っ
た
（
変
更
登
録
） 

・
自
動
車
を
売
買
し
た
（
移
転
登
録
） 

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
（
抹

消
登
録
） 

平
成
30
年
度
の
自
動
車
納
税
通
知
書

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月

中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は 

 

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
部
に
ご
連

絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更
手
続

き
が
可
能
で
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部 

電
話
０
１
１
―
７
４
６
―
１
１
９
７ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.

j
p
/
s
m
/
z
i
m
/
a
d
d
r
e
s
s
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
 

 
          

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な

く 

 絵本は「第 13 回家やまちの絵本コンクール」で住生活月間中央イベント 

実行委員会委員長賞大人の部を、エッセイは「第 13 回ＪＴＢ交流文化賞」 

の一般体験部門の最優秀賞に選ばれました。 剣淵の旅での感動やお世話 

になった町の人たちへの恩返しの思いを込めた自身初の制作とコンクール  

への応募だったそうです。 

 なお、絵本『えほんのくにＫＥＭＢＵＣＨＩ』、エッセイ『ひみつの夏休み』  

の両作品は、各ホームページで読むことができます。 

映画「じんじん」を鑑賞したことをきっかけに、昨年、

長野県から親子で剣淵町を訪れた柴茜さんが、その旅の

体験をもとに初めて絵本とエッセイを制作。 
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